
認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房

　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改
築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以
上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、
よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街
との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を
満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが
必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、
日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育て
る環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩や
かに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。
高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するよ
うに分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路
との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽
を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染
む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8
種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に
季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地
域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を
心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。

撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）
第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
竹原義二（たけはら・よしじ）
1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大
学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事
務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000
～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科
教授。2015～19年摂南大学理工学部建築
学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科
学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀
県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：竹原義二／無有建築工房
施　　工：㈱藤木工務店大阪本店
所 在 地：高槻市日吉台六番町
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2016年3月
構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,814.60㎡
建築面積：2,143.90㎡
延床面積：4,254.25㎡
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INFORMATION

会場　綿業会館　本館3階中会場
定員　40名程度
参加費　建築士会会員、ヘリマネ育成講座修

了者・受講者、学生500円
　　　　会員外1,000円

大阪府ヘリテージマネージャー／ステップアッ
プ講座（スキルアップ講習）

「歴史的都市性の価値を保全する
変化」
2/13　CPD2単位（予定）

歴史的都市空間の持続可能な変化とは何か、
都市の歴史や都市性を保全しつつ、次の時代
の街並みへとつながる変化（開発）のあり方と
は何かを船場などの事例を通じて考えます。
日時　2月13日（木）　18：30〜20：30
会場　大阪倶楽部3号会議室
講師　小浦久子（神戸芸術工科大学芸術工

学部環境デザイン学科教授）
定員　40名程度
参加費　本会会員、ヘリマネ育成講座修了者・

受講者、学生500円
　　　　会員外1,000円 

国土交通省補助事業
家を売るとき買うときの住まいの健
康診断セミナー
1/28

住まいの健康診断である「建物状況調査」が
法律で位置づけられました。本セミナーでは、弁
護士・建築士・宅建士・保険取扱者が、安心し
て既存（中古）住宅の売買をするためのヒントを
お伝えします。一般消費者の方を対象としたセ
ミナーですが、どなたでもご参加いただけます。
日時　1月28日（火）　14：00〜16：00
　　　（開場13：30）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　無料

国土交通省補助事業
改正民法に備える! 建物状況調査・
既存住宅売買瑕疵保険活用セミナー
2/13

2020年4月の民法改正において「瑕疵担保
責任」の規定が無くなり、新たに「契約不適合
責任」が定められることで、建物状況調査や既
存住宅売買瑕疵保険の活用が求められます。
本セミナーでは、弁護士・建築士・宅建士・保険
取扱者が、それらの内容やメリット等について今
回の講習用に作成したテキストを用い、詳しく解
説します。なお、宅建業者の方を対象としたセミ
ナーですが、どなたでもご参加いただけます。
日時　2月13日（木）　14：00〜16：00
　　　（開場13：30）
会場　ドーンセンター7階ホール
定員　500名（定員に達し次第締切）
受講料　無料

れまでの経緯・活用のしくみ、今後の展開等に
ついて、解説いただきます。
主催　（一社）関西インテリアプランナー協会
日時　1月22日（水）　17：45〜20：00
講演　千田尚一（㈱竹中工務店設計本部
　　　　　　　　BIM戦略グループ副部長）
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　御堂筋ダイワビル2階
定員　80名（定員に達し次第締切）
参加費　本会会員1500円　一般2,000円
申込締切　1月16日（木）
問合　（一社）関西インテリアプランナー協会
　　　Tel.06-6266-5735

講習会 プレストレストコンクリート造
建築物の保有水平耐力計算指針

（大阪開催）
2/6

高さ31mを超えるPC建築物では、保有水平耐
力計算（ルート3b）が行われていますが、これに
対応する指針がなかったため、このたび「プレス
トレストコンクリート造建築物の保有水平耐力
計算指針（案）・同解説」が刊行されました。本
指針（案）の大きな特徴として、①中地震を対象
とした一次設計では損傷限界応力度による部
材チェックを行う、②部材種別をPC梁や柱の
実験データをもとに明確にした点が挙げられま
す。この刊行の機会に、本書の内容を解説する
講習会を開催します。
主催　（一社）日本建築学会 構造委員会プレ
　　　ストレストコンクリート構造運営委員会
日時　2月6日（木）　10：30〜16：20
会場　大阪科学技術センター 4階401号室 
　　　大阪市西区靱本町1-8-4
定員　100名
参加費　本会会員14,000円（テキスト代含）
テキスト　「プレストレストコンクリート造建築物の

保有水平耐力計算指針（案）・同解説」
問合　（一社）日本建築学会近畿支部  
　　　Tel.06-6443-0538

主催  新建築家技術者集団 西日本ブロック
藤本昌也氏講演会

「新ローカリズムの思想を語る」
2/29

地道に生活者に寄り添い住まいや施設づくり・
まちづくりを行ってこられた藤本昌也氏の実践
を掘り起こしながら、建築とまちづくりの建築人
としての「理念」と「作法」を語り合い、クロストー
クでは様々な分野の方 と々の意見交換を企画
しています。
主催　新建築家技術者集団 西日本ブロック
日時　2月29日（土）　13：30〜16：30
会場　大阪市中央公会堂
　　　（大阪市北区中之島1丁目1番27号）
参加費　無料
定員　50名（申込み先着順）

募集締切　3月19日（木）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
※募集案内を今月号に同封しています。

令和元年度建設リサイクル法説明
会（第2回）
1/14

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律（建設リサイクル法）」のほか、建築物等の
解体等作業に伴うアスベスト関係法令等に関
する説明会を開催します。 　
主催　大阪府内建築行政連絡協議会建設
　　　リサイクル部会
　　　（大阪府と建築主事を置く府内17市で構成）
日時　1月14日（火）　13：30〜16：30
　　　（受付開始13：00）
会場　守口市役所新庁舎1階市民会議室　
　　　守口市京阪本通2-5-5
定員　180名
内容　⑴建設リサイクル法の概要について
　　　⑵建設業法における解体工事業について
　　　⑶労働安全衛生法、石綿障害予防規
　　　　則について
　　　⑷大気汚染防止法及び大阪府生活環
　　　　境の保全等に関する条例について
　　　⑸建設廃棄物の適正処理と再資源化
　　　　について
　　　⑹PCB廃棄物等の適正管理について
参加費　無料
申込期間　11月25日（月）〜1月6日（月）
　　　　　（ただし、定員になり次第締切）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　審査指導課開発許可グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3092）

IPサロンBIM session-3
近未来の建築・空間づくりのプロセ
ス－竹中工務店のBIM戦略
1/22

建築の設計・施工のすべてのものづくりプロセ
スにおいてBIMを活用しているゼネコンでの、こ

職人シリーズ第7弾「瓦」
淡路瓦工場・採掘現場見学会
2/8　CPD3単位（予定）

地域委員会建築士の会南河内では和風住宅
建築についての講習会を開催します。今回は
瓦工場を見学し、瓦屋さんからお話を聞いて木
造住宅の新たな発見と瓦の可能性を再発見し
ます（本福寺水御堂なども見学します）。
日程　2月8日（土）
時間　近鉄なんば駅（北側道路側）
　　　8：30集合　18：30解散予定
会場　大栄窯業㈱
参加費　会員6,000円　会員外6,500円
定員　22名（申込先着順）

平成31年度文化遺産総合活用推進事業
「はじめよう、文化財の活用」
1/25、2/2、2/15

本講座は毎回異なる国の登録有形文化財を
会場とした「まちあるき」や「ワークショップ」と
いった体験型の講座です。また其々の文化財
所有者からは文化財の保存及び活用の取組
事例や課題などを伺います。体験を通じての疑
問や意見を所有者や講師との質疑応答で解決
しながら文化財の活用を通じた保存活動がで
きる力を磨いていただきます。
1/25（土） 心光寺：書画・篆刻で観音廻り 
2/2（日） 三木楽器本店ビル：
　　　　　　船場で講談を体験
2/15（土） 願得寺：能にふれる
※時間　13：30〜16：30
　　　　（1/25は14：00〜17：00） 
募集　各回24名（定員に達し次第締切）
参加費　各回1,500円

（公社）大阪府建築士会・大阪弁護士会共催
建築紛争セミナー4（鑑定業務支援
委員会セミナー）

「雨漏り～調査・補修・法的手続き～」
2/4　CPD2単位（予定）

本会では建築紛争解決や鑑定に必要な専門
知識をもつ人材の育成に力を注いでいます。今
回は雨漏りの調査方法やその問題点、調査費
用・補修方法・補修費用、雨漏り事件処理の難
しさなどの疑問について、弁護士と建築士の対
談方式で説明いたします。
日時　2月4日（火）　18：00〜20：00
会場　大阪弁護士会館
　　　（大阪市北区西天満1-12-5）
定員　100名（定員に達し次第締切）
参加費　無料

大阪地域貢献活動センター
2020年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

募集対象　大阪府知事賞部門、渡辺節賞部門
　　　　　（完了検査済証発行日で39歳以下）
　　　　　両部門共建物の種類・規模は問わない
審査委員
　委員長　長坂　大（京都工芸繊維大学教授）
　委　員　荻原廣高（神戸芸術工科大学准教授）
　　　　　寺本武司（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　　 公共建築室室長）
　　　　　中嶋節子（京都大学大学院教授）
　　　　　橋本一郎（エス・キューブ・アソシエイツ）
応募期間　1月15日（水）〜1月31日（金）
応募資格
　大阪府知事賞部門：本会正会員または大阪
　府在住もしくは在勤の者
　渡辺節賞部門：本会正会員または大阪府在
　住もしくは在勤の者で完了検査済証発行日
　に39歳以下の者
応募料　本会正会員　　1作品20,000円
　　　　本会正会員外　1作品40,000円
※詳細は本号に同封の応募要項をご覧くだ
　さい。

大阪府ヘリテージマネージャースキルアップ講座
岩湧山茅場 茅刈ミニ体験
重要文化財左近家住宅茅降ろし
体験と修理見学会
1/12

◦岩湧山茅場 茅刈ミニ体験
　岩湧山山頂の茅場にて茅刈をします。
　日時　1月12日（日）　9：00〜12：00
　集合時間　9：00（バス利用者は河内長野

駅8：30発の滝畑ダム行き乗車）
　集合場所　滝畑コミュニティセンター駐車場
◦重要文化財左近家住宅　茅降ろし体験と
　修理見学会
　重要文化財である茅葺民家の茅降ろしを
　します。
　日時　1月12日（日）　13：30〜16：00
　集合時間　13：00
　集合場所　滝畑コミュニティセンター駐車場
　定員　30名（小学5年生以上/午前午後共通）
　資料代　1,000円（午前午後共通）
※午前午後いずれか一方の参加も可
※参加証の発行はありません（定員に達した場
　合のみ連絡）

大阪府ヘリテージマネージャー／ステップアッ
プ講座（スキルアップ講習）

「ヘリテージマネージャーの過去・現
在・未来～20年の試行錯誤から見
えてきたもの～」
2/1　CPD4単位（予定）

ヘリテージマネージャー制度創設にかかわり、そ
の活動ネットワークとしてひょうごヘリテージ機
構を立ち上げた20年の試行錯誤の経験を踏ま
え、これからのヘリテージマネージャーの取り組
むべき課題や今後の活動について、取り巻く最
新動向を交えてご講演いただきます。
日程　2月1日（土）　講演：14：00〜17：30
　　　（13：00〜希望者のみ館内見学）
講師　沢田　伸（全国ヘリテージマネージャーネッ

トワーク協議会運営委員会前副委員長）

に受講してください。
日程・会場・定員
※2/25（火） 大阪YMCA会館 200名
　3/26（木） 大阪YMCA会館 200名
　3/31（火） 大阪府建築健保会館 90名
時間　9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成28年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

景観まちづくり講座テーマ別受講
生募集
1/11、1/18、2/1、2/15、2/29、3/14
CPD3単位/1回

現在実施中の景観まちづくり連続講座テーマ
①〜⑥の希望される講座に参加できます。
①日時　1月11日（土）　13：00〜16：10
　内容　建築デザイン誘導と計画づくりの方法
　講師　森崎輝行（森崎建築設計事務所所長）
　　　　山本俊貞（地域問題研究所所長）
②日時　1月18日（土）　13：00〜16：10
　内容　古地図を使ってまちを読み解く
　講師　酒井裕一（大阪あそ歩認定ガイド）
　　　　門田江平（古地図収集家）
③日時　3月14日（土）　13：00〜16：10
　内容　古地図研究と景観まちづくりの講

義及び受講生による成果発表会
　講師　岡 絵里子（関西大学教授）

実践講座（現場での実践を通して学習します）
④日時　2月1日（土）　13：00〜16：10
　内容　古地図アプリを使ったまち歩き
⑤日時　2月15日（土）　13：00〜16：40
　内容　まち歩き現地調査及び意見交換
⑥日時　2月29日（土）　13：00〜16：40
　内容　まち歩き調査のまとめ方と提案作成

定員　各テーマ10名程度（申込先着順）
会場　本会会議室、又はまち歩き場所
受講料　会員2,000円  会員外2,500円/1回
　　　　（講義資料代を含む）
申込締切　各テーマ開催日の5日前まで

第64回大阪建築コンクール募集
1/15～31

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者を表彰するものです。
皆様の作品を募集します。

定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会HPよりお申込み
　　　ください。

建設工事の安全・健康確保講習会
～大阪府工事入札（実績申告型）の評価点追
加対象講習会～
2/12　CPD3単位

本講習会では、設計、施工等の各段階におけ
る安全・健康確保の措置や、建築労働者の意
識向上を図る取組み方法について講習を行い
ます。
労働災害防止に関する対策を推進することに
より、建築労働者の安全と健康の確保を目的と
しております。ぜひご受講いただき、安全と健康
の確保にお役立てください。
日程　2月12日（水）
　　　内容　総合計画・仮設計画のポイント
　　　　　　杭打、鉄骨工事の安全対策 等
　　　講師　山下一彦
　　　　　　　（建設業労働災害防止協会）
　　　　　　廣瀬淳司（大日本土木㈱）
時間　13：30〜17：05
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円

被災建築物の応急危険度判定（養
成）講習会
2/19　CPD3単位

地震等により被災した建築物の余震等による
倒壊、部材の落下等から生じる二次災害を防
止するため、被災建築物の応急危険度判定を
行う判定士を養成する講習会です。ぜひ本講
習会を修了のうえ判定士にご登録ください。
日程　2月19日（水）
時間　受付12：30〜、講習13：20〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　150名（定員に達し次第締切）
対象者　大阪府内在住または在勤の一級・二

級・木造建築士、並びに建築基準適合
判定資格者及び特定建築物調査員

テキスト代　1,500円（受講料は無料）
申込　大阪建築防災センターHP参照
https://www.okbc.or.jp/course/2979/

令和元年度建築士定期講習
2/25、3/26、3/31
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
28年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《限界耐力計算法》
1/29　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日時　1月29日（水）　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

令和元年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/23、2/7、3/4　CPD各6単位

建設業法に基づく法定講習です。
建築に特化したテキストを使用し、実務に役立
つ情報を提供いたします。なお、監理技術者以
外の建築士や技術者の方も受講が可能です。
日程　1/23（木）、2/7（金）、3/4（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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令和元年の建築士設計製図試験合格者の
発表が 12 月にありました。全国の合格
者数 （表 1） は、一級と木造の設計製図
試験が、台風 19 号の影響で東日本 18 都
県の試験が中止になり、昨年に比べて
3,258 名減少しました。
なお、台風 19 号の影響で一級及び木造の
設計製図が受験できなかった、全国の受
験者を対象とした再試験が 12 月 8 日に
24 都道府県で実施され、5,969 名（表 2）
が受験されました。再試験の合格発表は、
一級が令和 2 年 2 月 5 日、木造が令和 2
年 1 月 22 日の予定です。
表 1　製図試験合格者数

区分 合格者数［名］ 合格率［%］
一級 1,541（311） 36.6（36.40）
二級 5,037（377） 46.3（43.79）
木造 193（ 27） 59.4（67.50）

（　）は大阪府の合格者

表 2　再試験受験者数
区分 全国［名］ 近畿［名］
一級 5,937 20
木造 32 2

※近畿の試験は大阪府 1 箇所で本会が実施

大阪府による、本会の公益法人としての
運営状況や事業活動等に関する立入検査
を 12 月 19 日に受けました。
これは、公益法人認定法に基づき公益社
団法人に対して 4 年内ごとに定期的に行
われる立入検査で、本会は 2 回目です。
検査は 10 時から 18 時に亘り、府法務課
公益法人グループの 3 名の検査員により
行われ、本会は会長、運営担当副会長、
運営部門長、監事、専務理事、事務局長、
担当課長の 7 名が応対しました。
検査内容は、公 1 ～公 3に分類している
本会の公益事業の活動・運営内容、財務
諸表内容の整合性、総会・理事会の運営
及び議事録記載内容など多岐に渡りまし
た。検査講評ではいくつかの指摘を受け
ましたが、対応可能な内容であり、後日
府から、公益認定等委員会に諮った正式
な検査結果通知があります。指摘事項に

11/26 ～ 27　ホーチミン市建築士協会訪問
11/ 28 京都御所 御茶会
11/ 29 会長会議（近建協）
11/ 30 近畿建築祭（近建協）
12/2・9　大阪府収用委員会　
12/ 12 運営委員会
12/ 13 国土交通省中央建築士審査会
12/ 18 理事会、正副会長会議　
12/ 20 高槻市長面談
12/ 24 大阪府収用委員会

＊近建協：近畿建築士会協議会（近畿ブロック）

（公社）日本建築士連合会長の三井所清
典氏は 80 歳を迎えられ、規程により今
期で会長の退任を表明されています。次
期会長は、全国 7ブロックから候補者が
推薦され、複数の候補者があった場合
は、各ブロックの選挙人等の投票で決定
します。
これに先立ち、本会の岡本会長は本会
12 月度理事会で、次期の連合会長に立
候補することを表明され、全会一致で支
援することを決議しました。
岡本会長は、平成 26 年から 5 年間に亘っ
て連合会副会長を務められ、国土交通省
との関係強化や、社会の課題や変革に対
応した建築士活動を積極的に進めておら
れ、連合会会長として今後さらに建築士
会活動の改革と牽引を行う決意を述べら
れました。今後、京都府、兵庫県、奈良
県、滋賀県、和歌山県の建築士会近畿ブ
ロックの各会長にご賛同をいただき、連
合会に届出をします。

つきましては、法人法に則り適切な改善
を行います。

歴史的建造物の現状変更などで、行政が
建築審査会の個別審査を経ずに同意する
ための基準案作成等を支援する「大阪府
歴史的建造物委員会」の設置要綱を本会
12 月度理事会に諮り承認されました。
これは、建築審査会の同意により歴史的
建築物に建築基準法や命令等の規定の適
用をしないことを定めた法 3 条第 1 項第
3 号の運用の円滑化を図るための、平成
26 年 4 月 1 日付け国土交通省の技術的
助言に基づくものです。
本委員会の組織は、委員長を本会会長が
務め、意匠、構造、防火・避難の各分野
の学識経験者、運営委員として、それぞ
れ専門分野の建築士から構成し、本会ヘ
リテージ委員会が所管します。

本会が取り組みを進めている建物状況調
査（既存住宅状況調査）及び既存住宅売
買瑕疵保険を広く消費者に周知するた
め、消費者向けの普及・啓発パンフレッ
トを作成しました。
これは、今年度本会が応募者として採択
された、国土交通省の空き家モデル補助
事業の一環として、「大阪の住まい活性
化フォーラム」で作成したものです。
パンフレットは府内市町村の窓口や、既
存住宅仲介時の説明に活用していただく
ため、府内約 13,800 社の不動産取引事業
者等に配布します。本会では建築人 1 月
号に同封していますので、既存住宅の売
主、買主等に建物状況調査を説明する際
にご活用ください。なお、国庫補助関連
事業として、4 月の民法改正をなど最新
の情報と制度の詳細をまとめたテキスト
を用いて、2 月 13 日に建物状況調査及
び既存住宅売買瑕疵保険の活用セミナー
を開催します。セミナーの受講は無料で、
どなたでも参加できます。

動静レポート

（左）
濱田剛史
高槻市長

会長動静

「大阪府歴史的建造物委員会」の設置

社会貢献部門

建物状況調査の消費者向けパンフレッ
トを作成

社会貢献部門
岡本会長が日本建築士連合会会長改選
に立候補を表明

運営部門

令和元年建築士設計製図試験合格者の
発表

運営部門

本会への公益法人立入検査

運営部門
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Topics

建築概要
事業主：南海電気鉄道株式会社
設計・監理：㈱大林組
施工：大林・竹中・南海辰村 JV
構造：S 造（地下 SRC 造）
規模：31F、B2F、PH1F
建築面積：約 3,820㎡
延床面積：約 84,950㎡
最高高さ：約 148m
主要用途：事務所、店舗、ホール等

数寄者、普請道楽と言われ、実業家で茶
人、又沢山の美術品収集家でもあった施
主お二人による和風名建築を秋の京都で
見学いたしました。
最初は、近代住友の基礎を築いたと言わ
れ、鰻谷、茶臼山、御影住吉、鹿ケ谷と
本邸を 3 度移転した他、多数の別邸を建
てた住友家第 15 代当主「住友春翠」に
よる「清風荘」です。鴨川の東、今出川
通の北に建つこの建物は、現在、住友家
から京都大学に寄贈されております。
東と南二面に縁を廻らせ腰ガラス障子が
入れられた二間続きの客間の畳に座り、
縁角の大樹の枝先に広がる庭園とその奥
に東山を借景に眺めながら当会副会長
の中嶋節子先生（京都大学大学院 教授）
より解説を頂きました。
この建物は、徳大寺家の私的邸宅が住友
家に譲渡され、住友春翠により実兄でも
ある元公爵西園寺公望の控邸として大正

2018 年 10 月にオープンした「なんばス
カイオ」建築技術講習会に参加し、設計
監理を行った㈱大林組の設計・監理・設  
備・施工の各担当者から、建設をめぐる
様々な技術について、講義いただきまし
た。事業主からは、長年にわたり開発し
てきた難波街区エリアの更なる価値向上
となる魅力的な複合施設の計画が、設計
者に求められました。建築計画では、難
波街区の中心となるランドマーク建築を
つくり、既存の施設と効果的につなぐこ
とで新たな回遊を生み出し、地球環境に
配慮し災害時にも強い建物性能をもつこ
とで地域・社会と共生できる建築を目指
したということでした。
施設構成としては、地下 1 階から地上 6
階を店舗、7 階から 8 階をホール・会議
室、9 階を医療施設、10 階をスカイロ
ビー、11 階から 12 階を設備機械室、13

元年に建築されています。
設計は、住友家の普請に多数関わった大
工の二代目八木甚兵衛、茶室は数寄屋大
工の上阪浅次郎で重要文化財に、庭園は、
七代目小川治兵衛によるもので名勝に指
定されています。
解説を頂いた後、第一中門から露地、茶
室、約 3700 坪の池泉回遊式庭園を廻り
再度主屋から離れと見学しました。床柱
の北山杉天然絞り丸太、床蹴込みの北山
杉の名栗加工材、特徴ある欄間等、贅を
尽くし厳選された材料や意匠に凝った加
工法など丁寧な解説を頂きました。
もうお一人は、吉野杉でもブランドの北
村林業を家業とする「北村謹次郎」によ
る「四君子苑」です。鴨川の西に位置す
る北村美術館に隣接した北村氏の旧邸で、
春と秋に期間限定で公開されています。
昭和十九年に京数寄屋の名棟梁北村捨次
郎により建てられ、母屋は昭和三十八年

階以上をオフィスとされています。
構造計画の特徴としては、ベルトトラス
とハットトラスにより、地震時の曲げ変
形を抑制し、オフィス階の約 9mのはね
出しを実現されています。また、各階に
座屈拘束ブレースとオイルダンパー、屋
上にマスダンパー（TMD）を設置して、
地震時の水平変形を抑えて、高い耐震性
能を確保されています。
設備計画の特徴としては、さまざまなエ
ネルギーマネジメントにより省エネ・省
CO2を実現し、BCPとして停電対策・断
水対策・浸水対策が行われています。
施工計画の特徴としては、周辺施設（高
島屋・スイスホテル・南海難波駅）の営
業時間帯が異なることにより、騒音を伴
う工事時間が制約される中で、さまざま
な取り組みより、当初の工期を 10.5ヶ月
短縮されていました。

に設計吉田五十八で改築され、RC 造平
屋建てで高い天井迄のアルミサッシ、欄
間付き襖などモダンな近代数寄屋と成っ
ています。全て素晴らしく書ききれませ
んが特に、池に張り出すように建つ雁行
する茶室と広間、そこに架かる焼杉を四
半張りした吹き放しの広縁は、涼やかな
水音の中、建物と庭が一体となった何時
までも座っていたい趣有る空間でした。

なんばスカイオ外観　　　© 井上登

清風荘にて中嶋副会長による解説

秋の京都特別見学会
日程：令和元年 10 月 17 日（木）　　会場：清風荘・北村美術館　　参加者：30 名

中村浩樹（二級木造委員会委員）

なんばスカイオ建築技術講習会
日程：令和元年 11 月 7 日（木）　　会場：なんばスカイオ 8 階コンベンションホール会議室 3　　参加者：68 名

横田友行（研修委員会委員）
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Gallery 建築作品紹介 田島童園 設計：創間社＋テンフォーテン
施工：トータルトーク

1932 年に開園した児童養護施設の建替え事業。３ヵ所にわたる敷地は一
本の道に面しており、おのずと「まち並み」が形成される。住宅地にお
けるこうした施設の性質上、閉じられた表情となりがちであるが、道路
面にバッファーゾーンを設け、折り紙のように折り曲げられたプレート
が印象的なファサードとして、まちに対して開かれた表情が設えられた。
この地は古くから木造長屋が多いことから、住宅の開口スケールで折り
曲げられたプレートと道路境界に配された木質のルーバーがその記憶を
体現している。「そんなとこで遊んだらアカン！」児童が地域ぐるみで
育まれてゆくまち。そんな古くて新しい風景の再生が意図されている。

所 在 地：大阪市生野区
用　　途：児童養護施設
竣　　工：2018.04
　　　　　2019.03
　　　　　2017.05
構造規模：鉄骨造
敷地面積：427.77㎡
　　　　　312.95㎡
　　　　　140.73㎡
建築面積：328.73㎡
　　　　　246.74㎡
　　　　　112.95㎡
延床面積：882.90㎡
　　　　　237.14㎡
　　　　　120.94㎡
写　　真：セイリョウスタジオ
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Gallery 建築作品紹介 グランデ元町 Grande Motomachi 設計・監理：HTA デザイン事務所
施　　　工：栗本建設工業

弁天町駅に近接する元町エリアの玄関口として、角地の敷地特性を生か
し、安定感のある石張りの低層部から空に向かって伸びあがるコーナー
の、丸柱とアースカラーを基調とした外観デザインは、地域のつながり
と発展をイメージしました。また、長寿命建築とメンテナンス削減に配
慮し、入居者にとってもプライバシー・セキュリティに配慮した、ホス
ピタリティのある家庭的な集合住宅となっています。
何よりも、基本構想から施工に至るまで、クライアントをはじめ多くの
関係者の熱い思いが、このプロジェクトの完成の原動力です。

（HTA デザイン事務所　髙原浩之）

建 築 主：富士パネル
構　　造：髙原建築構造
　　　　　事務所
設　　備：シーソー建築
　　　　　設計事務所
所 在 地：大阪府大阪市
用　　途：共同住宅
竣　　工：2019.11
構造規模：RC造・地上10階
敷地面積：296.69㎡
建築面積：229.29㎡
延床面積：1,373.60㎡
写　　真：髙田  真
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Gallery 建築作品紹介 高槻の家 設計：大西憲司設計工房
施工：西友建設

敷地は高槻市の南西に位置し、交通量の多い南側大通りに面している。
建主の母親が中学時代の恩師で、母親と夫婦・子供の 3 世代同居の住宅
である。まず、交通騒音対策と、画家であったご主人の絵と趣味である先
生の写真を飾り、家全体がギャラリー的な空間になるように計画を進めた。
道路面と西側水路沿いに窓のない壁を立て、道路面の開口をガレージとア
プローチのみのダブルスキンの外観とした。細長い変形敷地を生かし、道
路左側にガレージ、右側に和室を配置した。長い廊下を設けたその奥に生
活空間を配し、開放的な東側に設けた主庭と、点在させた庭から各部屋
に陽光が射し込み、涼風が通り抜け、緑と自然を感じられる住まいである。

所 在 地：大阪府高槻市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2019.12
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：231.00㎡
建築面積：127.86㎡
延床面積：190.64㎡
写　　真：福澤昭嘉
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業
後
、
前
川
國
男
建
築
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所
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よ
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。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
建
替
え
計
画
が
無
造
作
に
進

ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
谷
口
吉
生
︵
一
九
三
七

年
～
︶
が
設
計
を
手
が
け
、
一
九
八
九
年
に
竣
工

し
た
東
京
都
葛
西
臨
海
水
族
園
が
現
在
、
取
り
壊

し
の
危
機
の
中
に
あ
る
と
い
う
。
従
来
の
博
物
館

型
水
族
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す
る
建
築
と
し
て

脚
光
を
浴
び
、
毎
日
芸
術
賞
や
公
共
建
築
賞
な
ど

を
受
賞
、
二
〇
一
九
年
に
開
館
三
〇
周
年
を
迎
え

る
現
役
の
公
共
施
設
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。

　

す
で
に
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
事
の
発
端

は
、二
〇
一
九
年
一
月
に
東
京
都
が
発
表
し
た﹁
葛

西
臨
海
水
族
園
の
更
新
に
向
け
た
基
本
構
想
﹂
に

始
ま
る
。
そ
こ
に
は
、
隣
接
地
に
建
築
す
る
新
し

い
施
設
に
﹁
水
族
園
機
能
を
移
す
こ
と
を
基
本
と

し
た
検
討
﹂を
進
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
建
物
の
建
替
え
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
突
然
の
発
表
を
受

け
て
、
二
月
五
日
に
は
、
急
き
ょ
日
本
建
築
学
会

の
会
長
名
で
、
東
京
都
知
事
と
建
設
局
長
宛
に
、

同
館
の
保
存
活
用
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ

る
。
そ
の
文
面
に
は
、﹁
竣
工
後
三
〇
年
に
満
た

な
い
優
れ
た
建
築
物
を
、
建
替
え
の
可
能
性
を
含

む
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
発

展
を
目
指
す
今
日
の
社
会
の
求
め
る
姿
勢
と
は
相

容
れ
な
い
も
の
﹂だ
と
危
惧
の
念
が
表
明
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
要
望
書
に
対
し
て
、
東
京
都
の

建
設
局
長
名
で
回
答
書
が
学
会
に
届
い
た
の
は
、

九
ヶ
月
も
後
の
十
一
月
八
日
で
あ
り
、そ
こ
に
は
、

﹁
既
存
施
設
に
つ
い
て
は
、
水
族
園
機
能
を
移
設

後
﹂
に
﹁
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
当
す
る
予
定
﹂

と
だ
け
記
さ
れ
、
学
会
が
求
め
た
既
存
施
設
の
有

す
る
﹁
文
化
的
価
値
﹂
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て

は
、
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
水
族
園

の
切
り
拓
い
た
環
境
造
形
の
地
平
、＂
谷
口
マ
ジ
ッ

ク
＂
と
で
も
名
付
け
た
く
な
る
新
し
い
公
共
デ
ザ

イ
ン
の
持
つ
歴
史
的
、
文
化
的
な
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値
で
あ
る
。

　

こ
の
水
族
園
の
完
成
後
の
姿
が
あ
ま
り
に
も
見

事
に
周
辺
環
境
と
調
和
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の

建
築
が
成
し
得
た
設
計
方
法
の
革
新
的
な
意
味
を

想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
国
土
地
理

院
が
公
開
し
て
い
る
計
画
時
点
の
航
空
写
真
を
見

る
と
、
建
設
前
の
敷
地
は
荒
涼
た
る
埋
立
地
が
広

が
る
茫
漠
と
し
た
場
所
だ
っ
た
。
対
岸
に
は
一
九

八
三
年
に
開
園
し
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が

あ
る
。
こ
う
し
た
難
し
い
敷
地
に
谷
口
は
何
を
提

案
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
設
計
か
ら
竣
工

ま
で
五
年
を
費
や
し
た
水
族
園
の
建
設
計
画
に
は
、

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
相
当
な
苦
労
と
困

難
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、そ
の
た
め
に
、

谷
口
を
支
え
る
施
主
側
の
東
京
都
の
技
師
た
ち
の

万
全
な
協
力
体
制
が
整
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ

う
し
て
、
竣
工
後
、
東
京
都
財
務
局
営
繕
部
建
築

課
長
に
宛
て
た
谷
口
の
書
簡
の
一
部
が
、﹃
建
築

文
化
﹄︵
一
九
八
九
年
十
一
月
号
︶に
掲
載
さ
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
感
謝
の
言
葉
と
共
に
、
次
の
よ
う
な

計
画
の
経
緯
と
設
計
方
針
が
綴
ら
れ
て
い
た
。

﹁
こ
の
計
画
の
設
計
は
、︵
中
略
︶
多
く
の
難
し
い

問
題
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
厳
し
い
試
練
の
連
続

で
も
あ
り
ま
し
た
。
敷
地
の
著
し
い
軟
弱
地
盤
に

起
因
し
た
問
題
、
短
い
設
計
期
間
の
中
で
の
設
計

条
件
変
更
へ
の
対
応
、
工
事
が
分
離
発
注
さ
れ
、

三
〇
を
越
え
る
施
行
担
当
者
の
中
で
の
監
理
業
務

な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。﹂

　

そ
し
て
、
続
く
文
章
に
は
、
設
計
の
基
本
方
針

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

﹁
設
計
の
基
本
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、︵
中
略
︶

建
築
と
敷
地
の
自
然
環
境
と
の
関
連
に
基
づ
い
て

発
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
設
計
方
針
の
第
一
は
、
建
物
が
水
族
園
で

あ
り
、
敷
地
が
海
辺
に
あ
り
ま
す
の
で
、︵
中
略
︶

こ
の
両
者
を
積
極
的
に
関
連
づ
け
た
環
境
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。︵
中
略
︶

ま
た
、環
境
と
し
て
の
建
築
を
志
向
す
る
た
め
に
、

建
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
可
能
な
か
ぎ
り
消
し
、
様

式
的
な
表
現
や
技
巧
的
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
極
力
避

け
、
全
体
を
抽
象
的
な
幾
何
学
形
に
よ
る
構
成
を

し
ま
し
た
。
直
径
が
一
〇
〇
ｍ
の
円
盤
状
の
建
物

は
、
上
部
の
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
だ
け
が
周
辺
の
景
観

の
中
に
突
出
し
て
い
ま
す
。
厳
格
な
幾
何
学
と
雄

大
な
海
の
自
然
と
を
対
峙
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
を
際
立
た
せ
、
東
京
湾
に
新

し
い
風
景
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
の
風
景
に
よ
っ

て
象
徴
化
さ
れ
た
新
し
い
環
境
を
、
水
族
園
の
特

徴
と
し
た
の
で
す
。

次
に
、
も
う
一
つ
の
設
計
の
方
針
は
、
人
び
と
に

あ
る
種
の
非
日
常
的
な
空
間
体
験
を
与
え
る
こ
と

を
、建
築
の
構
成
に
よ
っ
て
試
み
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
は
都
市
の
中
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

し
て
、
人
び
と
を
一
時
で
も
現
実
の
世
界
か
ら
離

れ
さ
せ
、
ま
ず
遊
び
の
原
点
で
あ
る
非
日
常
的
な

世
界
に
導
き
入
れ
る
こ
と
が
、
必
要
だ
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

入
場
者
は
水
族
園
の
敷
地
に
入
り
、
ゲ
ー
ト
広
場

を
通
り
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
っ
て
、
本
館
屋
上
に
導
か

れ
ま
す
。
突
然
、
開
け
た
景
観
を
背
景
と
し
て
、

水
の
中
に
ガ
ラ
ス
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
浮
か
び
上
が

り
ま
す
。
前
方
に
は
逆
光
を
受
け
て
光
る
噴
水
池

の
水
面
と
、
東
京
湾
の
水
面
が
重
な
り
合
っ
て
、

地
平
線
に
向
け
て
消
え
ゆ
き
ま
す
。︵
中
略
︶

こ
の
よ
う
に
、
東
京
湾
の
景
観
を
積
極
的
に
取
り

込
み
な
が
ら
、
一
種
の
虚
構
に
よ
る
空
間
構
成
に

よ
っ
て
、
非
日
常
性
を
演
出
す
る
こ
と
を
試
み
た

の
で
し
た
。﹂

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
谷
口
は
周
囲
の
環

境
を
巧
み
に
取
り
込
み
、
敷
地
が
持
つ
特
性
を
最

大
限
に
活
か
し
つ
つ
、
開
か
れ
た
環
境
造
形
に
よ

る
新
し
い
公
共
空
間
を
創
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
て
誕

生
し
た
公
共
空
間
が
持
ち
得
た
生
き
ら
れ
た
建
築

の
価
値
を
真
摯
に
見
つ
め
直
す
こ
と
だ
と
思
う
。

ガラスドームと東京湾に続く水面

アプローチから見るガラスドーム

東京都葛西臨海水族園　1989 年
先駆的な環境造形の行方

記憶の建築
松隈　洋
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（公社）大阪府建築士会　社会貢献部門　“住宅を設計する仲間達”委員会

18-19
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建築位置：大阪市中央区大阪城 3-1
完成年月：2018 年 6 月
主用途：飲食　物販
建築主：大阪城パークマネジメント㈱
設計者：大和ハウス工業㈱
施工者：大和ハウス工業㈱本店
撮影者：㈱伸和

〈講評〉以前の姿をよく知るものとして、この変わり様は驚きとともに大変
嬉しい。既存の樹木を残して施設が分散配置され、歩いて楽しい賑わ
いのあるストリートが生まれた。大阪城公園駅とデッキで繋がり、施設
群へのアプローチもスムーズで、二階のデッキからは通りを見下ろすこと
ができる。高さを抑え屋根勾配を統一した施設群は、周辺環境に溶け
込んでいる。「指定管理者制度」を利用し、都市公園を活性化する意
欲的な新たな取り組みによる、賑わいのあるまちなみの創出という点で、
大阪市長賞にふさわしいプロジェクトである。 （審査委員　指田孝太郎）

大阪市長賞 JO-TERRACE OSAKA

建築位置：大阪市城東区中央 3-5-45
完成年月：2016 年 3 月
主用途：区役所　集会場　図書館　老人福祉センター　事務所
建築主：大阪市
設計者：㈱日建設計、大阪市都市整備局
施工者：淺沼・中林特定建設工事共同企業体
撮影者：河合止揚

〈講評〉分散していた区の施設を集め、新築した。区役所、区民セ
ンター、図書館、老人福祉センターという多様な施設を一体のシル
エットでまとめている。住民の音楽活動が盛んなことにちなみ、五
線譜をイメージした壁面緑化が印象的だ。一方で北側は公園に大き
く開いた透明感のあるつくりで、公園とつながるバルコニーを各階
に設けるなど、人々の交流を生む仕掛けが施されている。「役所『ら
しくない』建築」を目指したことで、街に潤いを与え、住民に開か
れた空間になった。　　　　　　　　　　　（審査委員　羽根和人）

審査員特別賞 城東区複合施設

建築位置：高槻市日吉台六番町 10-2
完成年月：2016 年 3 月
主用途：幼保連携型認定こども園
建築主：学校法人 成城学園
設計者：竹原義二／無有建築工房
施工者：㈱藤木工務店大阪本店
撮影者：絹巻　豊

〈講評〉郊外住宅地の開発以前から小高い丘の上に立地していた幼稚
園であるが、周辺の開発によって住宅地に接して建つこととなった。園
舎の再整備にあたって既存の石積み擁壁を崩し、5mもの高低差のあ
る敷地境界にひな壇状の擁壁を構え、巧みに分節化を図っている。分
節化は形状だけでなく、色や大きさ、表面デザインの異なる煉瓦タイル
をモザイク状に積み、さらに四季折々に花をつける植栽を施すことでさ
らなる分節化を図っている。こうした手間暇を惜しまない設計と施工が
みごとな地域景観を生み出している。　　　 （審査委員長　久　隆浩）

大阪府知事賞 認定こども園 日吉幼稚園
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◆審査総評
　本年の審査対象 59 件（建物 55 件、まち
なみ 4 件）から、例年通り審査資料にもと
づいた 1 次審査で 10 件を選出し、現地審
査による2次審査を行った。2次審査に残っ
た作品は、今回は大規模開発がなかったこ
ともあり、いずれも甲乙つけがたい秀作ば
かりであった。そのため、すべての作品に
賞を差し上げることにした。
　そうした中でも、認定こども園 日吉幼
稚園、JO-TERRACE OSAKA、城東区複
合施設の 3 作品の評価が高く、いわゆる 3
賞候補はすんなりと決まった。このうち大
阪市外の作品は認定こども園 日吉幼稚園
のみであり、自動的に大阪府知事賞の受賞
となった。続いて、審査員特別賞は建築デ
ザインとしても優れている作品に授与する
ものであり、議論の結果、城東区複合施設

を審査員特別賞に選考することにし、JO-
TERRACE OSAKA を大阪市長賞とする
ことにした。
　これら 3 作品は、いずれも地域特性を巧
みに受け止め、地域のシンボルとなる景観
をつくりだしており、まさしく、景観建築
賞にふさわしい作品ばかりである。大阪府
知事賞に選ばれた認定こども園 日吉幼稚
園は、5m にもなる高い擁壁を手間をかけ
ひな壇状に設計、施工することで、高低差
のある郊外ニュータウンにおけるシンボル
景観をつくりだしている。大阪市長賞の
JO-TERRACE OSAKA は、大阪城公園駅
から大阪城ホールへと人を誘う賑わいの景
観づくりに貢献している。また、審査員特
別賞に選ばれた城東区複合施設は、区役所
や区民ホール、図書館、老人福祉センター

など住民が日常生
活で使う公共施設
を良質なデザイン
とすることで地域
のシンボル景観を
つくりだしている。
　緑化賞に選ばれ
た日本生命病院、
建築サイン・アー
ト賞に選ばれた大阪北 NK ビルも、建築
デザインとしてもまちなみに貢献している
が、日本生命病院は地域に開かれ四季折々
に五感で楽しむことができる外構緑化が高
く評価されたものである。また、大阪北
NK ビルは、歩道近くまで張り出したメッ
シュ状の光壁に取り付けた控えめなデザイ
ンのサインが高く評価された。

◆表彰目的 周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れた建物や建物を中心とするまちなみを表彰することにより、個性と風格のある都市景
観の形成に寄与するとともに、都市景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。

◆対　　象 大阪府域内の建物（平成 26 年 8 月 1 日から平成 30 年 7 月 31 日までに完成したもの）及び建物を中心としたまちなみ（平成
30 年 7 月 31 日までに完成したもの）で、一般の方々から推薦を受けたもの。

◆審査委員　※50音順　審査委員長＊

 上村　　晋（建築） 指田孝太郎（建築） 下村　泰彦（造園）
 （公社）日本建築家協会近畿支部大阪地域会副会長 （公社）大阪府建築士会相談役 大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科教授

 中嶋　節子（建築） 夏原　晃子（デザイン） 羽根　和人（報道）
 京都大学大学院人間・環境学研究科教授 美術造形デザイナー 朝日新聞大阪本社社会部長

 久　　隆浩＊（都市計画） 藤本　英子（芸術）
 近畿大学総合社会学部環境・まちづくり系専攻教授 京都市立芸術大学美術学部デザイン科教授

第39回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士会・（一社）大阪府建築士事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部大阪地域会・（一社）日本建築協会

審査委員長　久　隆浩

審査風景
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奨励賞 大阪重粒子線センター

奨励賞 松下幸之助歴史館

建築位置：大阪市中央区大手前 3-1-10 完成年月：2017 年 9 月
主用途：診療所 建築主：大阪重粒子線施設管理㈱
設計者：㈱日建設計 施工者：鹿島建設㈱関西支店
撮影者：㈱写真通信

〈講評〉大阪城と正対するファサードは、城壁をモチーフとした石打込み PC
版が緻密に積み上げられ、まちなみに新たな表情を与えている。巨大な重粒
子線装置を建屋形状と配置の工夫によりボリュームを低減させ、景観形成に
貢献している。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （審査委員　上村　晋）

奨励賞 児童養護施設 田島童園 北館

建築位置：大阪市生野区林寺 5-11-24 完成年月：2018 年 6 月
主用途：児童養護施設 建築主：社会福祉法人 田島童園
設計者：㈱創間社 大仁思篤＋㈱テンフォーテン 牧野隆義
施工者：㈱トータルトーク
撮影者：セイリョウスタジオ

〈講評〉田島童園北館は雑然と低層住宅や商店が建ち並ぶ市街地にある。1
階を半層掘り込むことで周囲の建物と軒の高さを合わせ、大胆な造形で分節
化を図り周囲のスケールに馴染ませるなど、まちなみとの調和への想いが感
じられる作品である。　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　上村　晋）

建築位置：門真市大字門真 1006 完成年月：2018 年 2 月
主用途：博物館 建築主：パナソニック㈱
設計者：㈱竹中工務店 施工者：㈱竹中工務店
撮影者：古川泰造

〈講評〉80 年を超えて地域の景観を作り出してきた本社社屋の復元を、瓦とタイ
ルの焼きむらや、シンボルの舵輪と煙突などを執着を持って実現している。駅か
ら桜広場に続く道路側のフェンスをとり、セキュリティラインを奥に下げて敷地を
歩道と一体化させ豊かな公共空間の広がりが生まれた。幸之助氏が植えた個性
的な刈込みのカイズカイブキと彫刻が印象的だ。　　　 （審査委員　藤本英子）

奨励賞 三菱UFJ銀行 大阪ビル

建築位置：大阪市中央区伏見町 3-5-6・3-4-9
完成年月：2018 年 3 月
主用途：事務所
建築主：㈱三菱 UFJ 銀行
設計者：三菱地所設計・東畑建築事務所
　　　　設計監理共同企業体
施工者：大林・錢高・大末共同企業体
撮影者：川澄・小林研二写真事務所

〈講評〉本施設は、御堂筋の高さ制限緩和による高層建
築において低層部と高層部とを切り替えることにより、
威圧感の解消とまちなみの連続性を図っている。御堂
筋のセットバック部分を除き、外周部の列植が緑量感
の向上に寄与している。　　　　（審査委員　下村泰彦）

奨励賞 DESCENTE INNOVATION STUDIO COMPLEX

建築位置：茨木市彩都やまぶき 2-3-2 完成年月：2018 年 7 月
主用途：事務所 建築主：㈱デサント
設計者：㈱竹中工務店 施工者：㈱竹中工務店
撮影者：Nacasa & Partners Inc.

〈講評〉一つの丘に建てられた建築は、光も風も通す空間をベクトルの形状で囲い込み。
まさに社名の「滑降」が如くスピードを持って飛躍しそうなフォルムを持つ。周囲250Mのト
ラックがその空間を貫き、ダイナミックなインテリア空間を作り出す。しかし周辺景観から
は突出していない。壁にワンポイントのロゴマークも印象的だ。 （審査委員　藤本英子）
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建築位置：大阪市西区江之子島 2-1-54
完成年月：2017 年 10 月
主用途：病院
建築主：日本生命保険相互会社　（公財）日本生命済生会
設計者：㈱大林組
施工者：新日生病院建設共同企業体（㈱大林組、大成建設㈱）
撮影者：㈱伸和

〈講評〉本施設は、低層部 1 階をコリドー化し、カフェやイベント
ホールを配して地域に貢献し、立ち寄りやすく配置された敷地西側
の公開空地が、都市広場としての効果を発揮している。空地内の園
路については、曲線を使ってゆったりと歩行できる空間を演出する
とともに、植栽樹種については、北西角のケヤキが、旧府庁周辺に
植えられていたケヤキのイメージを継承させながらシンボルツリー
となり、シマトネリコやヒトツバタゴをはじめ多様な樹種が緑量感
と季節感を醸し出している。　　　　　　　（審査委員　下村泰彦）

緑化賞 日本生命病院

建築位置：大阪市北区芝田 2-4-10
完成年月：2018 年 4 月
主用途：ホテル
建築主：JR 西日本不動産開発㈱
設計者：㈱竹中工務店
施工者：㈱竹中工務店
撮影者：母倉知樹

〈講評〉大阪の北、繁華街のすぐ傍に既に馴染む建物がある。北の
公園の緑地に恵まれ、軒の深いテラスは腰を下ろしたくなりそうな
佇まいだ。建物のサインを含むエントランスは中庭の壁面へと繋ぐ
モダンで繊細なデザインはおもわず誘い込まれる優しさを見せる。
サインや広告は目立つだけではなく、その建物の持つ特性を伝える
モノでありコトでもある。此処でも新しい形のデザインが素材の新
しい使い方を示しているコトを見せてもらえた。

（審査委員　夏原晃子）

建築サイン・アート賞 大阪北NKビル

審査風景



2020.01  建築人 18

株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 宝塚市武庫川町４－３－７１１
株 式 会 社 I M O デ ザ イ ン

飯 田 英 二

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

人 に や さ し く

株 式 会 社 徳 岡 設 計
TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）
大阪市中央区本町橋５番１４号

（オージービル本町橋３階）
大 阪 ・ 東 京 ・ 滋 賀 ・ 九 州

徳 岡 浩 二

大阪・関西万博の共創へ始動しよう！

株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

関 西 支 部  支 部 長
公益社団法人日本建築積算協会

阿波野 昌 幸 亀 井　忠 夫
 

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル６Ｆ）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

安心安全快適なモノづくりをめざす

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

あけましておめでとうございます

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫
株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

建築設計事務所

謹賀新年 2020
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株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

あけましておめでとうございます

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛
東西建築サービス株式会社
大阪市中央区高麗橋４－７－７

お任せください ―東西から南北まで―

清 水 　 仁

建築設計事務所
謹賀新年 2020

佐 野 吉 彦

大阪本店

東京本店

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００

取締役社長 佐々木　正 人

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

常務執行役員関西支店長 加賀田 健 司

関西支店 ： 大阪市中央区城見2丁目2番22号  電話06（6946）3311
本　　社 ： 東京都港区元赤坂1丁目3番1号　 電話03（5544）1111

専務執行役員
支 店 長 松　崎　公　一

建 設 会 社
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大阪支店  支店長  北村  克己

■ピロウェルドE新熱工法　 ■シグマートE

低炭素化の防水仕様で環境へ貢献

大阪支店：〒550-0013  大阪府大阪市西区新町1-12-22
　　　　　　　　　　　　  TEL 06-6533-3191（代表）
本　　社：〒120-0025  東京都足立区千住東2-23-4
　　　　　　　　　　　　  TEL 03-3882-2424（代表）

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

〒530-0055
大阪市北区野崎町９番８号 永楽ニッセイビル
TEL（06）6363-4077 FAX（06）6363-4079
ホームページ https://www.osdenkyo.or.jp/

DESIGNER’S NETWORK

株式会社　ディーネット
代表取締役　宗　次　健　太

〒660-0828 尼崎市東大物町２－１－２１　TEL.（06）6483－6308

小荷物専用昇降機 / ダムウェーター
人荷用 ・荷物用エレベーター
いす式階段昇降機 /自由生活

総合エレベーターメーカー

本社︓大阪市西区京町堀 1-12-20
TEL︓0120-07-0570
HP︓www.kumalift.co.jp

カメラ＋タッチパネル付きディスプレイを
搭載した新型ダムウェーター

建材・設備会社 他

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

キノウを超える、ミライへ。

大阪市北区中之島 3 - 2 - 4
中之島フェスティバルタワー・ウエスト

0 6 - 6 2 0 5 - 7 2 1 4

ISO9001
ISO14001
認証取得

■本社・工場　〒708-0011  岡山県津山市上田邑3235-2
TEL (0868) 28-0171㈹　FAX (0868) 28-4254

工房　三重県伊賀市西山 伊州窯 伊州觀白樓
E-mail : info@miyakoyogyo.com
HP    :http://www.miyakoyogyo.com

謹賀新年 2020
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和
修成建設専門学校

理 事 長　山 下 裕 貴
〒555-0032 大阪市西淀川区大和田 5丁目 19 番 30 号

TEL.06－6474－1644

学校法人 修成学園

建築・インテリア・土木・造園
建設のすべては、修成で学ぶ

「サービス提供」から「価値共創」へ

井 上　一 朗

建材・設備会社 他

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　松 本　 將

一般社団法人

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53  TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

クリアファイル
オンデマンド印刷により少量印刷も可能に！
バリアブル印刷でナンバリングや
名入れもできます。

少量から
注文承ります

ネットショップも営業中！
URL http://www.chuwa-print.com/

理事長 神　農　竹　夫

〒550-0011 大阪市西区阿波座 1 丁目 7 番 12 号
TEL（06）6533-0768  FAX（06）6533-0784

近畿外壁仕上業協同組合

〒１１１-００５２ 東京都台東区柳橋２-２１-１３ 東洋ビル４Ｆ
 ＴＥＬ.（０３）５８３５－２５６９
 FAX.（０３）５８３５－２５７０
 ホームページ：http://www.rwa.gr.jp

理 事 長　 武　井　俊　之

謹賀新年 2020
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建築人　1
　　　　　　　　　 　 2020

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人代表　北　聖志
　　　　編集人　　　梅田武宏　　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

四
十
五

答
え
の
な
い
・
簡
単
に
答
え
ら
れ
な
い
相
談

　

文　

橋
本
頼
幸

　

建
築
相
談
室
に
か
か
っ
て
く
る
電
話
相
談
は
、簡
単

に
一
言・二
言
で
回
答
で
き
る
ケ
ー
ス
は
極
稀
で
、そ
の

ほ
と
ん
ど
は
回
答
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、相
談
記

録
か
ら
、電
話
口
で
担
当
相
談
員
の
苦
労
が
垣
間
見

え
ま
す
。今
回
は
そ
の
よ
う
な
相
談
を
ま
と
め
ま
す
。

ど
う
答
え
た
か
も
限
定
的
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、み
な
さ
ん
も
ご
自
身
へ
の
相
談
だ
っ
た
ら
ど
う
回

答
す
る
か
ご
一
緒
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

店
舗
賃
借
人
か
ら
の
相
談

　

店
舗
の
賃
借
人︵
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
︶か
ら
の
相

談
で
す
。三
年
前
に
開
業
し
て
そ
の
と
き
の
内
装
工
事

に
不
具
合
が
多
く
未
だ
に
一
部
未
完
が
あ
る
と
の
こ

と
。床
に
一
部
段
差
が
生
じ
て
い
て
、施
工
業
者
か
ら

は
建
物
の
側
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
、ど
う
し
た

ら
い
い
か
と
い
う
相
談
。自
身
の
テ
ナ
ン
ト
工
事
と
建

物
の
問
題
の
両
方
が
混
然
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

開
発
道
路
は
使
え
な
い
？

　

複
数
人
で
所
有
し
て
い
た
山
の
一
部
を
分
譲
用
地

と
し
て
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
売
却
し
た
。売
却
し
た
土
地

を
開
発
し
て
道
路
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
、道
路
を
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
担
当
建
築
士

か
ら﹁
市
か
ら
許
可
が
出
な
い
の
で
使
う
こ
と
は
で
き

な
い
﹂と
言
わ
れ
た
。道
路
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
？
と
い
う
相
談
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
外
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
有
効
か
？

　

建
築
主
か
ら
の
相
談
で
す
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
で

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
以
外
の
も
の
を
打
設
さ
れ
た
。そ
れ
を
問

題
に
し
た
と
こ
ろ
、強
度
は
あ
る
旨
の
証
明
書
を
出
し

て
き
た
。施
工
業
者
は
工
事
を
止
め
る
こ
と
な
く
、そ
の

ま
ま
進
め
て
い
る
が
、契
約
内
容
と
は
異
な
る
の
で
問

題
で
は
な
い
か
？
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
と
い
う
相
談
。

　
　
編
集
後
記

河
合
哲
夫

　

新
し
い
年
号
で
初
め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
、そ
し
て

年
越
し
を
過
ご
し
ま
し
た
。
明
る
い
時
代
の
訪
れ

を
願
う
、令
和
で
迎
え
る
初
め
て
の
お
正
月
で
す
。

　

二
〇
一
九
年
は
、
メ
ン
バ
ー
の
若
返
り
が
進
ん

だ
建
築
人
の
編
集
も
、
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い

会
員
情
報
誌
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議
論
の
活
発

化
を
実
感
し
ま
し
た
。
電
子
媒
体
と
の
共
存
、
企

画
の
見
直
し
、
建
築
人
賞
の
運
営
な
ど
、
課
題
は

多
く
あ
り
ま
す
。

　

編
集
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
職
と
し
て
の
設

計
士
の
仕
事
と
、
ま
さ
に
﹁
二
足
の
草
鞋
﹂
の
環

境
下
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
二
足
ど
こ
ろ

か
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
マ
ル
チ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
編
集
委
員
の
仕
事

を
そ
れ
で
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
の
は
、
何

よ
り
も
こ
う
し
た
多
才
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
の
交

流
が
、
自
ら
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
号
は
、
新
し
い
時
代
を
つ
く
ろ
う
と

す
る
人
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
な
る
加
速
の
予
感
と
と
も
に
迎
え
る
二
〇

二
〇
年
で
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
二
月
十
八
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
四
名 

監
事
二
名 

名
誉
会
長
他
六
名

︵
１
︶
一
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
三
、

六
〇
九
、九
一
三
円
、
支
出
一
三
、二
三
六
、八
四

七
円
、
差
引
△
六
、六
二
六
、九
三
四
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
七
、六
三
八
、二
八
三
円
を
報

告
し
て
承
認
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
本
会
内
に
、
府
内
の
歴
史
的
建
造
物
の
修

復
・
活
用
や
伝
統
的
技
法
の
伝
承
な
ど
を
整
備
す

る
た
め
、
市
町
村
行
政
が
設
置
す
る
建
築
審
査
会

の
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
大
阪

府
歴
史
的
建
造
物
委
員
会
を
設
置
し
、
建
造
物
の

保
全
や
活
用
促
進
に
係
る
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

設
置
要
綱
と
発
足
の
委
員
構
成
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
泉
佐
野
市
特
定
空
家
撤
去
工
事
の
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
市
内
の
下
瓦
屋
と
野
出
町
の
二
件

に
係
る
撤
去
工
事
の
管
理
・
調
整
及
び
工
事
発
注

等
の
包
括
的
業
務
委
託
に
係
る
協
定
の
締
結
を
承

認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
第
六
四
回
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
構
成
、
応
募
要
項
に

つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
国
交
省
補
助
に
よ
る
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
等
普
及

啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、既
存
住
宅
の
劣
化・不
具

合
に
対
す
る﹁
建
築
士
の
所
見
﹂を
建
物
現
況
調
査
の

価
値
を
高
め
る
た
め
に
表
示
し
ま
す
。来
年
四
月
か
ら

試
験
的
に
所
見
を
報
告
書
に
添
付
す
る
予
定
で
す
。

︵
６
︶
Ｒ
二
・
Ｒ
三
年
度
の
理
事
・
監
事
候
補
者

推
薦
の
準
備
工
程
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

︵
７
︶
公
益
社
団
法
人
に
対
し
て
定
期
的
に
行
わ

れ
る
公
益
法
人
認
定
法
に
基
づ
く
府
法
務
課
に
よ

る
立
入
検
査
が
十
二
月
十
九
日
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

揺
れ
に
ま
つ
わ
る
相
談
（
二
件
）

　

住
宅
の
所
有
者
か
ら
の
相
談
で
す
。市
に
よ
っ
て
前

面
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
補
修︵
や
り
か
え
︶が

あ
っ
た
。そ
の
後
、木
造
二
階
建
て
住
宅
内
の
振
動
が

ひ
ど
く
な
っ
た
。ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

　

次
は
工
場
兼
事
務
所
建
築
の
所
有
者
か
ら
の
相

談
で
す
。鉄
骨
二
階
建
て
の
事
務
所
で
人
が
歩
く
と

床
が
揺
れ
る
。車
の
通
過
で
は
そ
れ
ほ
ど
揺
れ
な
い

が
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

建
築
士
法
に
基
づ
く
重
要
事
項
説
明
は
必
要
か
？

　

立
場
は
不
明
で
す
が
関
係
す
る
建
築
士
か
ら
の
相

談
で
す
。一
級
建
築
士
事
務
所
登
録
も
し
て
い
る
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
だ
が
、自
社
で
の
設
計
は
せ
ず
に
、す
べ
て
外

注
し
て
い
る
。デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
外
注
先
の
間
で
、建
築

士
法
に
基
づ
く
設
計
監
理
契
約
に
関
す
る
重
要
事

項
説
明
は
不
要
だ
と
い
わ
れ
た
が
本
当
か
？

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
？
（
二
件
）

　

建
設
業
者
か
ら
の
相
談
。築
五
〇
年
の
倉
庫
で
確

認
申
請
も
登
記
も
な
い
。リ
フ
ォ
ー
ム
に
あ
た
っ
て
耐

震
性
能
や
耐
震
補
強
の
相
談
が
し
た
い
が
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
か
？

　

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
、市
役
所
か
ら
定

期
報
告
の
案
内
が
届
い
た
、建
築
士
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
？
と
の
相
談
。

袋
小
路
・
た
ら
い
回
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　

本
会
の
建
築
相
談
に
は
、市
役
所
・
消
費
者
セ
ン

タ
ー・弁
護
士
会・他
の
建
築
相
談
窓
口
か
ら
紹
介
さ

れ
て
電
話
を
か
け
て
こ
ら
れ
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
た
が
っ
て
安
易
に﹁
他
所
に
相
談
を
﹂と
い
っ

て
し
ま
う
と
た
ら
い
回
し
に
な
り
ま
す
。最
後
の
定

期
報
告
の
相
談
で
は﹁
本
会
で
は
紹
介
は
で
き
な
い
。

建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
の
名
簿
な
ど
を
見
て
ほ
し
い
、と

言
っ
た
と
こ
ろ
、相
談
者
に
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
！
と

怒
ら
れ
た
﹂と
相
談
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
な
ら
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
？



　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦イ
ズム」を通し、これからの時代に社会から必
要とされる瓦づくりに挑戦を続けています。
今年も淡路瓦イズムを実践している会社を紹
介します。
　日本の瓦の歴史は、今からおよそ 1400年
前に中国から仏教とともに伝えられたことか
ら始まると言われています。淡路では、ほぼ
それと同じ時代に既に瓦の生産が行われてい
たことを示す瓦窯跡が発見されています。
　淡路は、なめ土と言われる肌理の細かい土
で焼かれ、美しい銀色に仕上げられたいぶし
瓦の産出量が日本一です。このいぶし瓦の美
しい仕上がりは、瓦製造の最終工程で、無酸
素状態の窯にブタンガスを封入することに
よって、炭化水素が熱によって分解され、炭
素だけが瓦の表面に規則正しく配列される
「還元反応」を起こし、表面に炭素の被膜が
形成されることによって得られます。
　このいぶしの技術は、その瓦の永い歴史の
中ではまだ新しく、約 400 年と言われてい
ます。いぶし瓦の銀色の皮膜は、光の乱反射
を起こし、鈍い光沢を持つ瓦の美しい質感を
生み出します。しかし、その美しい質感は、
古建築や古い町並みの中では、均質で美しす
ぎるために不釣り合いな景観を生み出してし
まうことがあります。
　そこで、栄和瓦産業株式会社が、真新しい
のに、まるで悠久の時間を経たかのように深
い黒さを持つ質感の「黒燻瓦」を開発されま

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

した。
　淡路瓦は、他の産地と比べると低い温度の
約 1000℃で焼き締められますが、この『黒
燻』は、1080 度まで焼き進めて生産されま
す。その後 900 度まで温度を下げたところ
で『燻化』。炭素膜を作り、さらに 600 度ま
で下がったところで酸素を入れて再び焼くと
いう「二度焼き」の技術を開発することで生
み出されました。高温で焼かれることにより、
金属で激しく引っ掻いてもほとんど傷が付か
ないほどの高い硬度が得られます。また、吸
水率も低いため、寒冷地の凍害や海岸地域で
の塩害にも高い性能を発揮するため、国内外
の北部地域や沿岸地域にも市場が大幅に拡大
しました。
　また、そうした優れた性能に加え、年月を
経て褪せることがない深みのある黒さが生む
素材感は、古建築や伝統的景観地域だけでな
く、モダンな現代デザインの空間にもフィッ
トします。そこに着目して、「黒燻」の技術
を活かした景観材料「黒燻レンガ」も開発さ
れました。
　厚みのある「黒燻レンガ」は、高級車や
フォーマルウェア、高級革製品における「黒」
がそうであるような、知的な気品の漂う緊張
感を醸しています。多様なサイズのアイテム
があり、体験したことのない空間のイメージ
を喚起させてくれそうです。同社は、オリジ
ナル形状による少量生産等への対応力も持た
れているとのことですので、ぜひ一度相談し
てみて下さい。

『黒燻瓦（KUROIBUSHI）』
栄和瓦産業株式会社

取材：河合哲夫／建築情報部門委員

https://www.eiwakawara.com/



認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房

　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改
築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以
上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、
よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街
との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を
満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが
必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、
日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育て
る環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩や
かに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。
高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するよ
うに分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路
との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽
を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染
む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8
種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に
季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地
域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を
心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。

撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）
第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
竹原義二（たけはら・よしじ）
1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大
学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事
務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000
～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科
教授。2015～19年摂南大学理工学部建築
学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科
学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀
県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：竹原義二／無有建築工房
施　　工：㈱藤木工務店大阪本店
所 在 地：高槻市日吉台六番町
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2016年3月
構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,814.60㎡
建築面積：2,143.90㎡
延床面積：4,254.25㎡
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